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背景と研究の目的

背景

MOOC (Massive Open Online Course)の普及

MOOCの修了率の低さ

目的

目的：講座の修了者が受講を継続できた要因を
アンケートの自由記述から明らかにする

方法：「インタラクティブ・ティーチング」
受講登録者への質問紙調査を実施し、
その分析を行う
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「インタラクティブ・ティーチング」の概要

2013年11月~2016年9月の4期にわたり
JMOOCプラットフォームのdocomo gaccoから
提供

双方向の学びの場づくりを目的とした教え方に
ついてのオンライン講座

東京大学フューチャーファカルティプログラム
（東大FFP）を基盤として構成
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「インタラクティブ・ティーチング」の概要

アクティブラーニングについて知ろう

アクティブラーニングの技法

学習の科学

90分の授業をデザインしよう

もっと使えるシラバスを書こう

学びを促す評価

キャリアパスを考える１大学教員としてのあり方

キャリアパスを考える２構造化アカデミック・ポー
トフォリオ
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「インタラクティブ・ティーチング」の概要

キーコンセプト

「聞くだけの授業は終わりにしよう」

ターゲット：大学院生，大学教員、非常勤講師

期間：8週間

評価：各週の確認テスト＋期末レポート課題
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1 MAIN THEME 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12

SKILL

まとめ

1 2 3 4 5 6 D WRAP UP S1 S2

W1

アクティブ・

ラーニングに

ついて知ろう

W1-2 アクティブ

ラーニングとは

W1-3アクティブ

ラーニングの現状

（成田×栗田）

W1-4 アクティブ

ラーニングの方法

を選ぶ

W1-5 アクティブ

ラーニングの方法

を適用する

W1-D

自己紹介

W1-E     振

り返り

スキルの哲学：

肝心なものは目

に見えない

平岡秀一先生：理系分野

のアクティブ・ラーニン

グ

高木晴夫先生：ケースを

用いた学習：ケースメ

ソッドを用いたビジネス

ススクールでの学び

W2

アクティブ・

ラーニングの

技法

W2-2 Think Pair

Share
W2-3 ジグソー法

W2-4 ポスターツ

アー

W2-5 ピア・イン

ストラクション

W2-D グループ

ワークこんなとき

どうする？

W2-E     振

り返り

準備編：空間を

作る

本田由紀先生：学生の議

論を促すには？

三宅なほみ先生：協調学

習、高校の授業をインタ

ラクティブに！

W3 学習の科学
W3-2  モチベー

ション(1)

W3-3  モチベー

ション(2)
W3-4 熟達への道

W3-5 練習と

フィードバック

W3-D 部分スキル

への分解

W3-E     振

り返り

導入編：伝わる

喋り方

渋谷まさと先生：栄養学

を教える－一歩一歩学び

をつくることの大切さ

上田信行先生：プロジェクト･

ベースド･ラーニングから、

パッション･ベースド･ラーニ

ングへ

W4

90分の授業を

デザインしよ

う

W4-2 クラスデザ

インの意義とモデ

ル(1)

W4-3 クラスデザ

インの意義とモデ

ル(2)

W4-4 クラス構成

の基本型

W4-5 デザイン

シートの利用

W4-Dクラス・デ

ザイン演習

W4-E     振

り返り

交流編１：まず

は自分の緊張を

ほぐす

斎藤兆史先生：目で見

て、耳で聞く英語教育：

視聴覚教材の利用

苅谷剛彦先生：教え方・

学び方の日米英比較、1人

の教員ができること

W5

もっと使える

シラバスを書

こう(佐藤×栗

田）

W5-2 もっとあ

る！シラバスの役

割（佐藤×栗田）

W5-3 目的と目標

の設定（佐藤×栗

田）

W5-4 授業スケ

ジュールのデザイ

ン（佐藤×栗田）

W5-5 授業の構造

を可視化する（佐

藤×栗田）

W5-6 評価方法の

書き方（佐藤×栗

田）

W5-D目的と目標

設定演習（佐藤×

栗田）

W5-E     振

り返り

交流編２：リア

クションを生み

出すために

 へルマン・ゴチェフスキ

先生：大学教育と大学生

の日独比較

山邉昭則先生：学生とと

もに創る授業－プロジェ

クト･ベースド･ラーニン

グへの挑戦

W6
学びを促す評

価
W6-2評価の目的

W6-3 評価を設計

する際のポイント

W6-4 ルーブリッ

ク(1)

W6-5 ルーブリッ

ク(2)

W6-D ルーブリッ

クをつくろう

W6-E     振

り返り

応用編１：質疑

応答（１）

入江直樹先生：研究の駆

動力にもなる「おもろい

教育」を目指して

加藤雅則氏：対話を使っ

た組織変革・人材育成

W7

キャリアパス

を考える1〜大

学教員として

のあり方

W7-2 日本の高等

教育

W7-3 大学教員と

してのあり方

W7-4 目指す大学

教員像を考える

W7-D 教育と研究

のバランス

W7-E     振

り返り

応用編２：質疑

応答（２）

山内祐平先生：大学はど

うなるか？大学教員には

何が求められるか？：

MOOCと反転授業

菊池省三先生：「教室」

に「対話」をうみだす教

師の役割

W8

キャリアパス

を考える2〜

ポートフォリ

オの利用〜

W8-2 構造化アカ

デミック・ポート

フォリオ

W8-3 SAPチャー

トの作成の意義

W8-4 SAPチャー

トの作成1〜教育

〜

W8-5 SAPチャー

トの作成2〜研究

〜

W8-6 SAPチャー

トの作成3〜サー

ビスおよび統合〜

W8-E

振り返り

まとめ：失敗を

恐れるな

IT-End                     ●

トークセッション：吉見

俊哉：大学の歴史から大

学教員のこれからを考え

るWith 中原・栗田
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構成（リアルセッション）
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オンライン講座修了生の
うち希望者から20名を選抜

コンセプト：
ここでしかできないこと
ここだからできること



受講者数・修了者数・修了率
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アンケート構成

受講前アンケート

回答者属性、評定尺度、自由記述

受講後アンケート

回答者属性、評定尺度、自由記述

成績評価票

各週の確認テストスコアと期末レポートスコア
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受講後アンケートの継続要因の分析

データ：第3期、第4期のデータ

分析対象：

事前アンケートの基礎データ分析

事後アンケートにおける受講継続要因についてた
ずねた項目

「オンライン・セッションを受講していただ
いたところまで受講を続けられた理由や、受
講の支えとなった要因はありますか？
思いつくことがありましたら、自由にご記入
ください。（任意回答）」
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受講後アンケートの継続要因の分析

手順

第二著者が第3期データをもとにカテゴリ構成

第一著者が第4期のデータにあてはめて、カテゴ
リのあてはまりについて確認

回答票のうち197の自由記述が得られ、要素を
265抽出
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受講前アンケートの回答数と回収率

第３期 第４期

受講登録 4208 5491

回答者 1247 1507

回収率 29.6% 27.4%
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受講登録者の属性
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受講動機 (複数回答可)

30

48

60
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63

64
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80

197

226
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308

634

648

686

686

20

55

84

94

102

68

96

66

114

209

244

294

283

359

758

776

779

826

その他

全国の受講者とつながりたいから

将来、教えることを仕事にしたいから（教…

大学教員になることを目指すうえで、役に…

将来、教えることを仕事にしたいから（そ…

gaccoの講座が好きだから

知人や職場の同僚・上司から受講を勧めら…

東京大学に興味があったから

出演する担当教員やゲスト講師に興味が…

MOOCという学びの形に興味があったから

最新の情報を手に入れたいから

教育力のある大学教員になりたいから

第一線で活躍する様々な先生の話を聞ける…

教えることに興味があるから

教えることについての知識を学びたいから

一方向的でない教育方法を身につけたいから

教えることを仕事にしているから

教えることについてのスキルを習得したい…

第４期 第３期

N=1247N=1507



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

第３期

第４期

すべての課題に取り組み、必ず修了証を得るつもりである

ほぼ全ての課題に取り組み、できることなら修了証も得たいと考えている

空き時間の中で課題に取り組み、もし修了証が得られたら嬉しいと思っている

授業映像は見たいが、課題に取り組む予定はなく、修了証取得は目指していない

少し様子をみて、面白そうだったら修了証の取得を目指そうと思っている

どのような内容なのか少し覗いてみたいので、登録しただけ

無回答

受講の真剣度
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受講後アンケート

第３期

修了者 312

回答者 226

回収率 72.4%
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カテゴリ（大分類）

質の高さ

適度な負担

利便性

修了までの

明確な道程

期日の存在

インセンティブ

学習仲間の存在

出演者への好感情
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大分類 小分類 例

質の高さ

有用さ(71) 授業改善に役立った等

興味深さ(69) 知りたくなった、おもしろかった、飽きない等

明快さ(8) 講師の説明がわかりやすかった等

適度な負担
適度な分量(7) 課題の量が多すぎない等

適度な難易度(2) クイズが難しすぎない等

利便性
内容に関する利便性(9) 動画が短い等

形式に関する利便性(6) 字幕、倍速視聴等

修了までの
明確な道程

成果の可視化(17) 成績を棒グラフで確認できる等

目標の可視化(4) シラバスの目的・目標が明確等

期日の存在
縛りがある(7) レポートの提出期限等

猶予がある(2) クイズの回答期限が2週間と余裕がある等

インセンティ
ブ

修了証(13) 修了証がほしい

動画DL権(3) 修了して動画をDLできるようになりたい

リアル・セッション(6) 修了してリアル・セッションに参加したい

学習仲間の
存在

オンライン講座でできた仲間(13) ディスカッションボード、レポートの相互採点等

以前からの仲間(17) 友人と受講、同僚と受講等

出演者への
好感情

講師(6) 講師が親しみやすい等

院生役(5) 院生役がいることで臨場感がある等



事前アンケートと修了者の関係

最終結果

未了 修了 合計
修了者
の割合

事前ア
ンケー

ト

回答 829 226 1055 21.4%

無回答 3067 86 3153 2.7%

合計 3896 312

回答者
の割合 21.3% 72.4%
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

第３期

第４期

すべての課題に取り組み、必ず修了証を得るつもりである

ほぼ全ての課題に取り組み、できることなら修了証も得たいと考えている

空き時間の中で課題に取り組み、もし修了証が得られたら嬉しいと思っている

授業映像は見たいが、課題に取り組む予定はなく、修了証取得は目指していない

少し様子をみて、面白そうだったら修了証の取得を目指そうと思っている

どのような内容なのか少し覗いてみたいので、登録しただけ

無回答

受講の真剣度
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受講前真剣度と修了率
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0% 50% 100%

無回答

どのような内容なのか少し覗いてみたい…

授業映像は見たいが、課題に取り組む予…

少し様子をみて、面白そうだったら修了…

空き時間の中で課題に取り組み、もし修…

ほぼ全ての課題に取り組み、できること…

すべての課題に取り組み、必ず修了証を…

修了 未修了 NA
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考察

継続のために

内容の質を高めること（受講者にとっての有用
性、興味深い内容）は非常に重要

修了までの小さな達成度の可視化など、スモー
ルステップの達成感の可視化

学習仲間の存在も大きい→オンライン・リアル
の仲間づくりのサポート

最初のモチベーションと修了率の関連性

関与を高める工夫
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今後に向けて

継続要因についての他の期での妥当性の確認

継続要因と修了率の詳細な検討

ディスカッションボードの関与の分析

29



ありがとうございました

kurita@he.u-tokyo.ac.jp & nakamura@he.u-tokyo.ac.jp

http://www.utokyofd.com/

http:/kayokokurita.info ←資料はこちらにアップロードします
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